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○ 全産業活動指数：前月比＋1.2％ 

10月の全産業活動指数は前月比＋1.2％とコンセンサス（同：＋1.0％、レンジ：同＋0.3％～＋1.3％）を

若干上回った。鉱工業生産指数の改善が続いていることに加え、第３次産業活動指数も２ヶ月ぶりにプラス

となった結果、全産業活動指数は２ヶ月ぶりのプラスとなった。輸出や生産の回復を背景に全産業活動指数

の改善傾向は継続しているといえよう。 

内訳をみると、プラスに寄与した指数は第３次産業活動指数（前月比寄与度：＋0.34％ポイント）、鉱工

業生産指数（同：＋0.08％ポイント）、マイナスに寄与した指数は公務等活動指数（同：▲0.05％ポイン

ト）、建設業活動指数（同：▲0.04％ポイント）であった。 

 

○ 鉱工業生産指数、第３次産業活動指数は改善傾向、建設業活動指数は悪化が続く 

個別にみると、第３次産業活動指数は前月比＋0.5％と、２ヶ月ぶりにプラスとなった。前月のシルバー

ウィーク効果の反動などから家計部門の活動は悪化したものの、ソフトウェア受注が持ち直したことや輸出、

生産の回復などによって企業部門の活動が改善したことがプラスに寄与した。 

(単位：％）

全産業活動指数

前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比 前期比 前年比
08 1-3月 ▲ 0.1 0.2 0.0 0.6 0.3 2.4 ▲ 0.2 ▲ 0.7 ▲ 0.6 ▲ 9.9

4-6月 ▲ 0.8 ▲ 0.9 ▲ 0.4 ▲ 0.5 ▲ 1.3 0.8 ▲ 0.8 ▲ 1.4 ▲ 2.3 ▲ 11.8
7-9月 ▲ 1.3 ▲ 1.7 ▲ 0.9 ▲ 1.2 ▲ 3.2 ▲ 1.4 ▲ 0.8 ▲ 2.4 ▲ 0.8 ▲ 8.4

10-12月 ▲ 2.7 ▲ 5.0 ▲ 1.7 ▲ 3.0 ▲ 11.3 ▲ 14.5 0.6 ▲ 1.1 2.7 ▲ 0.9
09 1-3月 ▲ 6.2 ▲ 11.1 ▲ 3.1 ▲ 6.5 ▲ 22.1 ▲ 34.6 0.0 ▲ 0.4 ▲ 0.6 ▲ 1.1

4-6月 0.4 ▲ 9.6 ▲ 0.7 ▲ 6.3 8.3 ▲ 27.8 ▲ 0.5 ▲ 0.6 ▲ 1.3 0.1
7-9月 1.1 ▲ 7.4 0.5 ▲ 5.0 7.4 ▲ 20.1 0.6 0.7 ▲ 6.9 ▲ 6.4

08 1月 0.2 0.3 0.2 0.7 0.5 3.1 0.3 ▲ 0.8 0.1 ▲ 10.2
2月 ▲ 0.1 1.4 0.2 1.9 0.5 5.3 0.1 ▲ 1.7 ▲ 0.6 ▲ 10.0
3月 ▲ 0.7 ▲ 1.1 ▲ 0.5 ▲ 0.6 ▲ 1.3 ▲ 0.7 ▲ 0.3 0.4 0.1 ▲ 9.5
4月 0.0 ▲ 0.1 0.2 0.5 ▲ 0.6 1.8 ▲ 0.4 ▲ 2.1 ▲ 1.0 ▲ 10.5
5月 0.0 ▲ 0.9 ▲ 0.2 ▲ 0.7 1.2 0.9 ▲ 0.2 ▲ 0.8 ▲ 1.4 ▲ 12.1
6月 ▲ 0.9 ▲ 1.6 ▲ 0.6 ▲ 1.2 ▲ 2.0 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 1.2 ▲ 0.8 ▲ 13.0
7月 0.1 ▲ 0.3 0.3 0.2 ▲ 0.3 2.3 ▲ 0.6 ▲ 2.6 ▲ 1.2 ▲ 13.0
8月 ▲ 1.0 ▲ 3.6 ▲ 0.9 ▲ 2.8 ▲ 3.1 ▲ 7.2 0.0 ▲ 0.8 1.9 ▲ 8.2
9月 ▲ 0.5 ▲ 1.2 ▲ 0.3 ▲ 1.0 0.1 0.4 ▲ 0.2 ▲ 3.9 0.6 ▲ 4.0

10月 0.2 ▲ 2.5 0.0 ▲ 1.6 ▲ 3.4 ▲ 6.6 0.6 ▲ 1.4 1.2 ▲ 1.3
11月 ▲ 2.1 ▲ 6.1 ▲ 0.9 ▲ 4.2 ▲ 7.0 ▲ 16.5 0.1 ▲ 0.1 0.3 ▲ 1.5
12月 ▲ 2.5 ▲ 6.3 ▲ 1.7 ▲ 3.3 ▲ 8.4 ▲ 20.7 0.1 ▲ 1.8 0.6 0.0

09 1月 ▲ 1.2 ▲ 8.9 0.5 ▲ 4.3 ▲ 10.1 ▲ 30.9 ▲ 0.9 ▲ 1.1 ▲ 1.3 ▲ 1.5
2月 ▲ 3.3 ▲ 12.4 ▲ 2.0 ▲ 7.3 ▲ 9.4 ▲ 38.4 1.3 0.8 0.6 ▲ 1.1
3月 ▲ 1.6 ▲ 11.8 ▲ 2.7 ▲ 7.7 1.6 ▲ 34.2 ▲ 0.1 ▲ 1.0 ▲ 0.5 ▲ 0.9
4月 2.2 ▲ 10.1 2.0 ▲ 6.3 5.9 ▲ 30.7 ▲ 1.4 ▲ 1.4 0.8 1.0
5月 0.5 ▲ 10.3 ▲ 0.4 ▲ 7.3 5.7 ▲ 29.5 1.1 0.8 ▲ 1.5 1.0
6月 0.1 ▲ 8.3 0.2 ▲ 5.3 2.3 ▲ 23.5 ▲ 0.7 ▲ 1.3 ▲ 2.8 ▲ 1.3
7月 0.5 ▲ 8.3 0.5 ▲ 5.5 2.1 ▲ 22.7 0.5 0.3 ▲ 3.2 ▲ 3.5
8月 0.9 ▲ 6.7 0.3 ▲ 4.4 1.6 ▲ 19.0 0.0 0.4 ▲ 1.2 ▲ 6.4
9月 ▲ 0.7 ▲ 7.2 ▲ 0.6 ▲ 5.1 2.1 ▲ 18.4 0.6 1.4 ▲ 2.1 ▲ 8.8

10月 1.2 ▲ 6.4 0.5 ▲ 4.7 0.5 ▲ 15.1 ▲ 0.4 0.9 ▲ 0.9 ▲ 10.7

(出所）経済産業省「全産業活動指数」

第３次産業活動指数 鉱工業生産指数 公務等活動指数 建設業活動指数
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鉱工業生産指数は前月比＋0.5％と９月(同＋2.1％)に比べ増勢は鈍化したものの、８ヶ月連続でプラスと

なった。世界的な在庫調整の進展や海外の経済対策効果による輸出の回復が生産の押し上げにつながった。 

一方、建設業活動指数は前月比▲0.9％と、９月(同▲2.1％)からマイナス幅は縮小したが、６ヶ月連続で

マイナスとなった。公共･建設･土木活動指数は、前月比▲1.2％(←９月:同 0.0％)と２ヶ月ぶりにマイナス

となった。また、民間･建設･土木活動指数も、前月比▲2.2％(←９月:同▲3.8％)と前月からマイナス幅は

縮小したものの、足もとの厳しい雇用･所得環境や資金調達環境を背景に住宅投資の減少が継続しているこ

とで、悪化が続いている。 

 

○ 先行きも輸出や生産の回復を主因として緩やかな改善が続く見込み 

全産業活動指数の先行きを展望すると、第３次産業活動指数は、厳しい雇用、所得環境が続くなか、景気

対策による押し上げ効果も弱まってくることから、家計部門は回復力に乏しい動きが続くと思われる一方、

輸出、生産の回復や企業収益の持ち直しによる企業部門の改善が続くことが見込まれるため、全体では緩や

かに改善していくことが予想される。 

鉱工業生産指数は、在庫調整の進展によるリバウンド効果が一巡していくにつれ増勢の鈍化が見込まれる

ものの、輸出の回復が続いていくことで、今後も増加傾向が続くだろう。 

以上を踏まえると、輸出や生産の回復を主因として、先行きも全産業活動指数は緩やかな改善傾向が継続

しよう。 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第３次産業活動指数と全産業活動指数（季調値）

88

90

92

94

96

98

100

102

104

106

04 05 06 07 08 09

'05=100

第３次産業活動指数

全産業活動指数

(出所) 経済産業省｢第３次産業活動指数｣、｢全産業活動指数｣

鉱工業生産指数（季調値）
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公務等活動指数

建設業活動指数
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建設業活動指数(季調値)
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